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 まだまだ暑い日が続いていますが、朝夕になるとぐっと気温が下がってきて衣服の調節に悩まれて

いることと思います。夏ならではの様々な感触遊びを楽しむ子どもたちの姿は、探求心にあふれ目を

輝かせる様子にこちらも嬉しい気持ちになりました。 

 

【設備修繕のお知らせ】 

 ２階テラスに繋がる人工芝の経年劣化により、ゴムチップ舗装の工事を予定しております。詳細が

決まりましたらお知らせいたします。 

 

【実習生等のお知らせ】 

 ８月は保育士養成校より２名の実習生、学生ボランティアの受け入れを行いました。 

 ９月５日から保育士養成校より２名の実習生を受け入れる予定となっております。 

 

【防災の日】 

 ９月１日は防災の日です。保育園では非常時に備えて毎月避難訓練を行っています。日本は台風

や地震など自然災害が多い国です。ご家庭でも非常災害に備えて、ご家族間の連絡方法や非常持

ち出し袋の中身の確認をしてみましょう。 

 園だよりと共にお渡ししております別紙のお知らせを、是非ご参考にご覧ください。 

 

【運動会につきまして】 

 １０月２９日(土)に隣接する東大和市立第六小学校にて運動会を予定しております。雨天時は体育

館にて開催いたします。 

 今年度も新型コロナウイルスの感染状況を顧みて、３・４・５歳児クラスを対象とさせていただきま

す。時間を３部に分け、クラス毎の開催となります。０・１・２歳児クラスにつきましては日常の活動の

中で運動会ごっこを取り入れ、楽しみたいと思います。詳細につきましては別途お知らせいたしま

す。 

運動会当日は家庭保育へのご協力をお願いいたします。 

                                      園長   内田 あゆみ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日  月 火 水 木 金 土 
   

 

 

 

１ ２ ３ 

４ ５ 

水遊び納め 

６ 

身体測定(幼児) 

７ 

身体測定(乳児) 

８ 

避難訓練 

０歳児健診 

９ 

 

１０ 

１１ １２ 

 

１３ 

 

１４ 

 

１５ 

誕生会 

１６ 

高橋先生来園 

１７ 

１８ １９ 

敬老の日 

２０ 

杉アート 

２１ 

 

２２ 

 

２３ 

秋分の日 

２４ 

２５ ２６ ２７ 

 

２８ 

 

２９ 

 

３０  

【9月のねらい】 

・あひるぐみ：・衣服の調整を行ってもらいながらゆっくり過ごす・運動遊びやテラス、園庭に出て身体を動かして

遊ぶ 

・ひよこぐみ：・生活リズムを整えてもらい健康に過ごす・戸外遊びで身近な秋の自然に触れることを楽しむ  

・うさぎぐみ：・ゆったりとした生活リズムの中で健康に留意して過ごす・保育士等に見守られながら身の回りのこ

とを自分で行おうとする・一人ひとりの気持ちを受け止め信頼関係を築き、安心して自分の気持ち

を伝えられるようになる・他児と一緒に身体を動かす楽しさを感じる  

・はなぐみ : ・季節の変わり目を健康に過ごす・身体を思いきり動かしたり、表現したりする事を楽しむ 

・言葉を使って自分の気持ちを他児や保育士等に伝えようとする 

・ほしぐみ ：・活動と休息のバランスを知り、健康的に過ごす・他児と協力する活動を楽しみながら仲間意識を 

持つ・自分の気持ちの伝え方を意識し、相手の気持ちに気付く 

・つきぐみ  ：・他児と気持ちを一つにして、活動に取り組む・自分の考えを伝えたり、人の話を聞き入れたりする 

       ・目標に向かって活動する中で、個の力を発揮しながら団結力や達成感を味わう 

おしらせ 

●飾り物等について 
 バッグのキーホルダーやシール等は、紛失・破損、友だち同士のトラブルのもととなりますので、園生活で不必要
な物は持って来ないよう、ご協力よろしくお願いいたします。また、マニキュア等もご家庭でお楽しみ頂き、園では
控えて頂きますよう、ご協力よろしくお願いいたします。 

 

●提出物について 
 手紙や給食費、延長料金等がリュックの中に入ったままになっている事が多くなっております。紛失等のトラブル
に繋がる事も考えられる為、必ず手渡しで職員にお渡しください。 

 

●kindyについて 
連絡帳・欠席の記入などの保護者からの連絡は 10時までにお願いいたします。10時以降にお迎えの方が変更にな 

る場合は、園に直接電話でお知らせください。 よろしくお願いいたします。 
 

●実習生について 
 ９月５日～１６日まで２名実習生を受け入れています。 
 

 



テーマ野菜【茄子、さつま芋】 

今月のテーマ野菜は、食卓にもよく登場する「茄子、さつま芋」です。 

9月献立について 
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園での食事にも慣れ、食べることに意欲的な姿が見られるようになってきました。今月は、きれいに食べる

ことや正しい食事マナー、食事の後片付けが身に付くように、食事中だけでなく日常の生活の中でも考えられ

る時間を設けています。食べこぼしを拾ったり、テーブルをきれいにすることなどの食事マナー等に関する絵

本の読み聞かせや、栄養士からの話等を通して伝えていきます。 

 

① 自分の喫食量を知る 

自分で食べられる量を考え、完食することで達成感に繋がります。 

② 食後のテーブルをふりかえる 

3～5 歳児を対象に、自分の使った場所は自分で綺麗にする習慣が

つけられるよう台布巾や紙ナプキンを用意し、声を掛けています。 

③ 正しい食具の使用 

指先の発達を促す遊びを通して、スプーンや箸の持ち方を学んでい

ます。食具の持ち方が安定することで、丁寧に集めて食べることが

でき、食べ残しが無くなっていきます。 

・９月献立について 
９月は、残暑もあるため秋の食材を使用しつつ、さっぱり

とした献立や喉ごしの良いおやつを取り入れたりしていま

す。 

また、食欲がわくような味付けや、見た目も美味しそうな

献立となるようにしています。 

 

・十五夜 
園では、十五夜によく食べられる里芋の旨煮や、さつま芋

を使用したお月見団子を提供します。収穫祭を通して食物に

感謝する気持ちを伝えていきます。主菜は子ども達に人気の

ある月見つくねを提供する予定です。 

 

きれいに食べよう 

食育だより 

焼く、煮る、揚げる、漬ける等さまざまな調理法が
適しています。皮の色素は「ナスニン」というポリフ
ェノールの一種で、抗酸化作用があります。また、切
り口の変色の原因となる「クロロゲン酸」にも、老化
やがんを予防する効果が期待できるといわれていま
す。園では子ども達が大好きなミートソーススパゲテ
ィや、牛肉とガーリックバター風味に炒めたりして食
べやすいよう工夫して提供します。 

茄子 

先月の食育の様子 

先月はきゅうりについて子どもたちに説明しました。食育の前から「きょうのやさいなんだろう」とワクワクし

ている様子で、実際にきゅうりを見せて「これなーんだ？」と聞くとみんなとても大きな声で「きゅうり！！」と

答えてくれました。この日はきゅうりの栄養、美味しいきゅうりの見つけ方、どんなお料理に入っているか、など

きゅうりに関する様々なお話をしました。栄養の話では普段からよくビタミン Cの話をしているためか、説明をす

る前から「おはだがぴかぴかになるんだよね」と言ってくれ、普段の食育をしっかり聞いてくれているのが伝わり

ました。今後もよりたくさんの野菜を好きになってもらえるよう、野菜の楽しいお話を伝えていければと思います。 

食育について ～テーマ野菜 きゅうりの話～ 

食物繊維が豊富で、切り口からでる「ヤラピン」と
いう成分が腸の働きを促すため、便秘の改善に効果的
です。皮の部分にはアントシアニンが含まれており、
抗酸化作用があります。園では子ども達に人気のスイ
ートポテトや、さつま芋チップスなどおやつとして提
供したり、サラダや味噌汁に取り入れたりして、バリ
エーション豊かに食べることができるさつま芋の魅
力を伝えていきます。 

さつま芋 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 あっという間に８月も終わってしまいましたが、残暑はまだまだ厳し

いので、体調に気を付けながら過ごしていきたいと思います。 

 たくさん氷遊びや水遊びを行い、夏の遊びを楽しみました。水遊びで

は、タライに水を入れて遊んでいます。カップやバケツに自分で水を入

れて楽しむ姿や、保育者がジョーロで上から水を流すと、水を掴もうと

手を伸ばしていました。なかなか水が掴めないと不思議そうな顔をした

り、保育者に「もう一回」と言うように手をパチパチさせてお願いをした

りする様子も見られました。全身が濡れていても楽しそうに最後まで集

中して遊び、顔に水がかかっても大丈夫な様子も多く見られ、夢中で遊

んでいた子どもたちです。集中して遊ぶと疲れてしまうようで、午睡も

しっかり寝ている姿が見られました。普段よりも早くに眠くなってしま

う様子も見られ、しっかり休息がとれるように関わってきました。 

９月もまだ少し夏の遊びが行える日もあると思うので、様子を見て遊

んでいきたいと思います。 

8月のねらい 

○休息をしっかりとりながら、元気に過ごす 

○夏ならではの遊びを、保育士等と一緒に楽

しむ 

8月のねらい 

・個々の様子に合わせて休息を取りながら夏を快適に過ごす 

・保育士等と一緒に夏ならではの遊びを楽しむ 

 

暑さもようやく一段落しましたが残暑で汗ばむ日がしばら

くは続きそうです。頑固な夏にもう少し付き合うつもりで、

引き続き暑さ対策にも気を配っていきたいと思います。 

先日、氷遊びや片栗粉遊び等の感触遊びをしました。ポイ

を使ってカップに氷を入れたり、手のひらに乗せたりして冷

たい氷の感触を楽しんでいました。氷を握っていると溶け、

手の間からポタポタと水が滴ることが不思議なようで「わ

ー！」と夢中で見つめていました。子どもたちの集中力は素

晴らしいです。 

片栗粉遊びでは水を加えてない粉を両手で握り、キュッキ

ュとした音を確かめていました。手が汚れることを嫌がる子

には自分なりに考えて容器を使って遊ぼうとしており、1 人

ひとり様々な楽しみ方を見る機会となり興味深かったです。 

今後も氷遊び等夏ならではの遊びをたくさん取り入れてい

き、活動を通して指先の力や集中力を養っていけるようにし

ていきたいと思います。 

 

 



 

 

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暑さに負けないくらい、元気モリモリのうさぎ組の子どもたちです。 

夏は水遊び、色水遊び、氷遊び、水の新聞紙遊び、米粉粘土等と様々な感触遊びを楽しみました。始めは水遊びをし

ていたのですが、水がかかるのが怖いと感じたのか、なかなか遊ぼうとする姿が見られませんでした。そこで水に親し

めるように様々な工夫をして水の中に色んなものを入れて遊んでみました。氷を入れると「つめたい」、ちぎった新聞

紙を入れると「ふにゃふにゃしている」、絵の具を入れて筆でかき混ぜてみると「むらさきになった」、米粉に水を入れ

ると「おだんごみたい」と実験のようにして遊ぶことによって水遊びを苦手に思う気持ちが薄れて遊びに夢中になって

いました。いろんな感触に触れて、毎回遊び終わった後には「たのしかった！」と満面の笑みで言ってくれました。こ

れからも楽しく、様々なことを感じられる活動を考えていきたいと思います。 

食育でキノコ裂きやピーマンの種取り、とうもろこ

しの皮むきをして栄養士のお手伝いをしました。キノ

コ裂きでは 1 つひとつ細かく丁寧に裂いたり、職人の

ように素早く裂いたりして楽しんでいました。ピーマ

ンの種取りではピーマンを半分に切ったものを用意し

てわたごと取ってもらおうとしたのですが、指先を使

って種を 1 粒ずつ取り除いていました。とうもろこし

の皮むきでは力がある子どもは自分の力でむいていま

したが、ほとんどの子が難しかったようで保育者と一

緒に綱引きのようにして引っ張り合いました。給食の

時間になると「とうもろこし、どこかな？」と探したり、

栄養士に会うと「たのしかった！また、おてつだいする

ね！」と約束したりしている様子が見られました。今後

も栄養士と連携して様々な食育を行い、食材に興味を

持ちながら、食事が楽しめるようにしたいと思います。 

 

8月のねらい 

〇ゆったりとした生活リズムの中で健康に留意して過ごす 

〇身の回りのことを自分から行おうとする 

〇食育を通して食材に興味を持てるようにする 

〇水に親しみ、水遊びを楽しむ 

 

料理のお手伝い♪ 嬉しい・楽しいトイレ 
 
イヤイヤ期に入ってきていることと集中して遊べ

るようになってきていることもあり、自らトイレに行

く姿が少なくなりました。そこで 8月から排尿間隔を

掴む為と楽しんでトイレに行けるようにチェック表

を作りました。便器に座って排尿したら、チェック表

にシールを貼るようにしています。シールが貼れる楽

しさから、イヤイヤ言っていた子どもたちが積極的に

便器に座るようになりました。全く出なかった子も排

尿が順調な時は 1日 1枚は貼れるようになり、たくさ

ん貼れる子は 4枚以上貼っています。貼り終わって部

屋で待っている保育者に「おしっこでたよ！しーるは

ったよ！」と教えてくれ、「出たの！すごいね！」と褒

めてもらってニコニコしていました。褒めてもらえる

嬉しさから自分から「といれ、いく」と言うようにも

なりました。これからも自分からトイレに行けるよう

に工夫をして行きたいと思います。 

様々な感触遊び 



  

 

   

  

  

  

   

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 感染症の影響で延期になってしまった夏祭りですが、「いつやるの～？」と心待ちにしている姿がありました。

クラスごとになりましたが、夏祭りをすることを伝えると「やった～おまつりだ～！」と大喜びでした。お祭り

には、宝探しブース、釣りブース、お店屋さんブース、輪投げブーズと沢山の屋台があったため、みんなで屋台

のお店屋さんのお手伝いをしてほしいことを伝えると、「いいよ～やるやる！」とノリノリなつき組さん。「お手

伝いチーム」と「遊びチーム」の 2チームに分かれ、時間交代制で楽しんでいます。お手伝いチームの子は、「い

らっしゃいませ～これやりませんか？」「ここにならんでください～」と店員さんになりきったり、遊びチーム

の子は「これやらせてください」と店員さんに話しかけたりと子どもたちだけでも成立するくらいとても上手に

夏祭りを楽しんでいました。別日には、はな組、ほし組にもパフェ屋さんを開き、「おいしいですよ～いかがです

か～」と店員さんになりきり、「ありがとうございました」等とやり取りをする場面もあり、夏祭りを通して成長

を感じました。また、盆踊りでは大きく身体を動かして力強く表現してくれました。これから運動会に向けて沢

山表現出来る場を作っていけたらと思います。 

 

暑い日が続き水遊びや泡遊びを数回行いました。始まる前には、毎回約束事を一緒に確認する時間を設けていま

すが、「はしったらあぶないからあるく！」「じかんになったらすぐにかたづける！」等と水遊び開きで約束したこ

とが次々と上がってきました。監視の保育者は遊びには入らずに見守っているのですが、その意味もよくわかって

いて、「かんしのせんせいはだいじなおしごとだからあそべないんだよね」等と理解するつき組らしい姿も見られ

ています。 

 水鉄砲を使用するのもお手の物で、使い方が分からない友だちには「ここをこうやってひっぱるの！」と教えて

あげていました。また、バケツに水を汲んで、自分の頭に向かって水を掛けて、「きもちいい！」と楽しんだり、友

だちと掛け合って「もっとやっちゃうぞ～。」とダイナミックに遊んだりしていました。片付けの時間になると、寂

しい気持ちを抑え、「すぐにつぎのおともだちとこうたいだ！」「やくそくまもるよ」と素早くお片付けをしてくれ

ています。さすがのつき組さんで感動しました。 

 今後も様々な感触遊びをして感覚を養っていけるようにしていきたいです。 

8月のねらい 
・夏ならではの過ごし方を身に付ける 

・感触遊びや水遊び、色水遊び等夏ならではの遊びを楽しむ 

・自分の考えを伝えたり相手の話を聞き入れたりする 



  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

8月のねらい 

・十分に休息をとり、夏を健康に過ごす 

・夏の遊びや行事に触れ、楽しむ 

・相手の気持ちを受け止め、安心して自分の気持ちを伝える 

感染症の流行拡大を防ぐため、クラス毎の夏祭りとなりました

が、「おまつりいつなの～？」「ぼんおどりがんばる！」と何日も前

から夏祭りに胸を弾ませていた子どもたち。 

お神輿の由来のお話では、災いを追い払ってくれることや、悪い

ことから守ってくれることを聞きました。最後は数名で「わっしょ

い！」と言いながら担いでみると、想像以上の重さに驚いて「ほん

きだす！」と力を入れていました。 

 盆踊りでは今年は幼児室で法被を着て踊っています。音楽が始ま

るとニコニコで踊ったり、自信を持って踊ったりしていました。保

育者から離れて踊る姿はとても素敵で成長を感じました。 

夏祭りでは【輪投げ】【月組の出店】【釣り】【宝探し】を行いまし

た。「つぎこれやる～！」「せんせいつれた～！」と色々なブースで

何度も遊ぶことを楽しんでいました。また、別室では【うちわ製作】

【お面製作】のブースがあり、キラキラシールや 

丸シールを使ってうちわを綺麗に飾り付けたり、 

ペンを使ったりして夏らしい花火やアイスクリームの 

絵を描き「できた～！」と喜んでいました。 

「せんせい、きょうはみずあそびする？」と夏ならではの遊

びを楽しみにしている子どもたち。「水遊びの日だよ」と伝える

と「やった！」と笑顔を返してくれます。水遊びが始まる前にど

んな約束事があるか聞いてみると、「はしるとすべってあたまぶ

つけるよね」と危険な行動が分かり、「水が苦手な子にはどうす

る？」と問うと「いやなきもちになるから、かけない」と楽しく

遊ぶ中でもルールがあるということを知っていました。 

 水遊びが始まると水を頭からかぶったり、友だちに「かけて

いいよ～」と水を掛けてもらったりして大笑い。水鉄砲を空に

向けて噴射して「ロケットみたい！」「うわ、かおにおちてきた」

とまさかの展開にもニコニコ笑顔で遊んでいます。水遊びが終

わる頃には全員びちゃびちゃに濡れて満足げな表情を浮かべて

いました。 

 他にも室内でアニマルすくいをしたり、ゲームにも挑戦した

りして水に触れる機会を設けています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 7 月に予定されていた夏祭りですが、8 月に予定を変更し規模を縮小して開催しま

した。お神輿には「神様がいるんだよ」と話を聞くと「ええ！？」と驚いた表情を見

せていました。実物を前にすると、キラキラと目を輝かせ「もってみたい！」と声が

挙がり、大きなお神輿を実際に担いでいます。「おもいよ～」「かたがいたい～」と少

し大変そうな様子もありましたが、力いっぱいに「わっしょい！わっしょい！」と元

気な声が保育園中に響きました。 

 子どもたちに大人気となった“もったいないばあさん音頭”は元々は杖を持って腰

に手を当てる“おばあさんポーズ”でしたが、子どもたちのアレンジで顎と腰に手を

付いた“おじいさんポーズ”がお馴染みになりました。そしてついに盆踊り本番の日、

法被を見せると「かっこいい！」「これきるの！？」と気分は最高潮！普段と少し違っ

た雰囲気に緊張するのではないかと心配していた保育者の不安を跳ねのけ、かっこよ

く決めた表情を見せながら今までで 1番の踊りを見せてくれました。子どもたち自身

も「じょうずだったね」と褒め合ったり、自分たちに拍手を送ったり、とても満足げ

で嬉しそうな笑顔が溢れていました。 

 また、５日には幼児室を会場にした夏祭りに参加しています。「いらっしゃいま

せ！」と月組さんが出店してくれたパフェの屋台や宝探し、果物の風船釣りのブース

を回ると、貰った土産を大切そうに手に握り締めていました。 

 今後も感染症の対策をしながら、様々な季節の行事に子どもたちが触れられる機会

が設けられたらと思います。 

 

8月のねらい 

○夏を健康に過ごす為の生活習慣を知り健康的に過ごす 

〇ルールや約束を守って夏ならではの遊びを楽しむ 

〇言葉でのやり取りを通して、他児や保育士等との関わりを深める 

梅雨が明け、夏本番！照りつける日差しや暑さに負けない程に輝いた笑顔を見せてく

れています。「みずあそびだって！」「はなぐみさんはいつ？」と期待に胸を膨らませ、い

よいよ水遊びスタート！金魚すくいのポイですくった動物のフィギュアを山盛りに飾り

「せんせいみて」とたくさん取れた事を得意気に見せてくれたり、コップに入れた水を

「じゅーすですよ」と友だちに振舞ったり、水に触れながら様々な遊びを夢中になって

楽しんでいます。 

初めは少しためらったようにそーっと水を触る子どもたちでしたが回数を重ねるごと

に水に触れることにも慣れ、ダイナミックに水遊びをする姿も見られています。1人が水

鉄砲を手に取るとそこからは水の掛け合いが開幕！水鉄砲で濡らし合うのはもちろんの

こと、水を溜めたバケツを頭から大胆に掛け合う程に白熱しています。そんな子どもた

ちに保育者が混ざると、子どもたちのテンションも一段階上り「びしょびしょになれ

ー！」「もっとぬれちゃえー！」と保育者に負けじとずぶ濡れになりなりながらも全力で

楽しんでいます。 

また、中には頭から掛けられる事や顔が濡れる事にためらいがある子もいますが、子

どもたちそれぞれ好きな遊びが違うことを伝えたり、場所を区切ったりしながら夢中に

なって遊べるようにしています。 

まだまだ暑い日が続きそうですが、適度な休息と水分補給を心掛けながら、夏ならで

はの遊びを楽しめたらと思います。 

 



             

 

  

こども医療電話相

（365日受付） ♯8000 

全国同一の短縮番号♯8000

に電話をすると、都道府県の

相談窓口につながり、小児科

医や看護師から、症状に合わ

せた 対処法や受診の必要

性、受診する病院についての

アドバイスが受けられます。 

こどもの救急 

（ONLINE QQ）  

厚生労働省研究班と日本小児

科学会の監修によるウェブサイ

トです。対象年齢は、生後 1 か

月から 6歳。発熱、嘔吐、けが、

誤飲など、気になる症状から 

細かいチェックリストに進み、

受診の要不要を判定。看病の 

ポイントも紹介されています。 

全国版救急受診アプリ 

「Ｑ助」 

総務省消防庁が開発・提供して

いるアプリです。画面上で 該当

する症状を選択すると、 緊急度

に応じた対応（救急車を呼ぶ、早

めに医療機関を受診、引き続き注

意して様子を見るなど）が表示さ

れます。医療機関や受診手段の検

索も行えます。 

9月 9日は救急の日 

子どもの急な病気や怪我の際に、休日診療所や救急

外来を受診すべきかどうか、迷うことがあると思いま

す。どうしたらよいか悩んだ時に相談できる窓口を知

っておくと 便利です。 

９月の予定 
６日(火）幼児身体測定 

７日(水）乳児身体測定 

８日(木）0歳児健診 

ほけんだより９月 
令和 4年 8月 30日発行 

社会福祉法人 

東京児童協会 

大和東保育園 

 

事故を防ぐヒントは「ヒヤッと」にあり！ 

子どもがけがをしそうで「ヒヤッとした」時 

こそ、次の事故を防ぐチャンスです。なぜヒヤ

ッとしたのか、見直しましょう。 

「ダメ！」「危ない！」は、‘そこが危険’のサイン 

子どもを叱って制止するよ

り、物の置き場所を変える  

など、子どもが安全に過ごせる

ような環境を整えましょう。 

１度あれば 2度、2度あることは 3度ある 

危ないと思ったら、必ず理由

や経緯を考えましょう。原因が

わかれば対策がとれます。対策

をしないと、大きな事故につな

がることも… 

大人もいっしょにやってみる 

子どもが過ごす場所が安全

かどうか、子どもの目の高さで

チェックしてみましょう。遊具

やおもちゃは一緒に遊んで 

正しい使い方を示します。 

秋口は、夏の疲れが出やすい時期です。 

体力が消耗していたり、食欲が落ちたり

していませんか？まずは十分な睡眠時間

を確保し、きちんと食事をとって、 

夏の疲れがたまらないように 

注意しましょう。 

夏の疲れが出ていませんか？ 

新型コロナウイルス感染症…園児２名 

            園関係者１名 

RSウイルス感染症…８名 

手足口病…３名 

ヘルパンギーナ…２名 

ウイルス性胃腸炎…１名 

８月の感染症 


